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神戸市立渚中学校の作品が受賞

－平成30年度情報通信の安心安全な利用のための標語－

←神戸市立渚中学校での表彰
中央：米山さん、右：長山校長
左：小野寺情報通信部長

「情報通信の安心安全な利用のための標語」は、初心者を含む情報通信利用者が情報通信を安
心・安全に利用するためのルールやマナー、情報セキュリティに関する意識や知識の重要性に気
づき、考えるきっかけとすることを目的として、「情報通信における安心安全推進協議会」 （後
援：総務省、文部科学省）が毎年公募・選定しているもので、受賞作品を用いた啓発活動が行わ
れています。
今年度は、応募総数25,012件の中から近畿地方の応募作品5点
が、総務大臣賞(個人部門)、近畿総合通信局長賞(学校部門)、
PTA関連賞(個人部門)に選出されました。

このうち、近畿総合通
信局長賞を受賞した神戸
市立渚中学校において、
平成30年6月25日、作品
を考えた米山航平さんに
表彰状をお渡ししました。

3秒ルール 発信前の 心がけ

(※1)日本PTA全国協議会、(※2)全国国立大学附属学校PTA連合会

あるきスマホ 小さなぼくが 見えますか？

伝えなきゃ 顔見て目見て 声にして

京都府 京都聖母学院小学校

大恵 貴子(おおえ たかこ)

和歌山県立桐蔭中学校和歌山県

西宮市立南甲子園小学校兵庫県

その送信 未来の自分に 確認を 大商学園高等学校大阪府

井上 桜(いのうえ さくら)

清水 駿(しみず しゅん）全附連賞(※2)

日本PTA賞
(※1)

総務大臣賞 仁井 蒼多(にい そうた)

その投稿が着火剤 炎上すればもう消せない 兵庫県 神戸市立渚中学校近畿総合通信局長賞

【個人部門】

【学校部門】

なお、近畿地方の受賞作品は次のとおりです。 標語ポスター→

http://www.fmmc.or.jp/hyogo/
全国の受賞作品は、「情報通信の安心安全な利用のための標語」サイトをご覧ください。
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電話： 06(6942)8508

編集 近畿総合通信局
発行 総務部総務課企画広報室

〒540 -8795 大阪市中央区大手前1-5-44 大阪合同庁舎第１号館
http://www.soumu.go.jp/soutsu/kinki/

(一財)日本データ通信協会が主催し、近畿総合通信局が後援する「第47回日本データ通信協会
ICTセミナー」が平成30年6月15日、大阪市内で開催されました。

本セミナーは、「ICTの進展－その光と陰を語る－」をテーマに、情報通信企業の関係者等を対
象に行われたもので、当局からは安藤英作局長が「関西地域におけるIoT実装、ICT利活用の最新
動向と政策」と題して講演を行いました。

講演では、IoT実装に向けた地方自治体の取組状況と具体的な
課題、地域の隅々までIoTを普及させていく「地域IoT実装推進
タスクフォース･ロードマップ」など政府としての取組のほか、
関西のインバウンドに関する状況と多言語音声翻訳システムの
活用事例、関西の魅力を伝えるための放送コンテンツ海外展開
など地域経済の活性化、サイバーセキュリティー、青少年イ
ンターネットリテラシーの向上など安心安全なネット利用に向
けた当局の取組を紹介しました。

関西地域のICTの活用に関する最新状況を報告
－「ICTセミナー」で近畿総合通信局長が講演－

講演する安藤局長

本年は、7月23日（月）から7月27日（金）の間において、各企業・団
体の状況に応じて、7月24日（火）＋その他の日の計2日間以上を「テレ
ワーク・デイズ」として実施します。
テレワーク・デイズ事務局では、本国民運動を一緒に推進していただけ
る企業・団体を募集しています。ご登録いただくと、テレワーク・デイズ
公式サイト上で紹介できます。ご賛同いただける企業・団体の参加をお待
ちしています。公式サイトはこちら→

テレワーク・
デイズ

2018
7/24(火)

https://teleworkdays.jp/

総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、内閣官房、内閣府では、
関係団体と連携し、働き方改革の国民運動を展開しています。
昨年、7月24日を「テレワーク・デイ」と位置づけ、テレワークの全国
一斉実施を呼びかけた結果、約950団体・6.3万人が参加し、国民運動と
して大きな一歩を踏み出しました。


